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仕事のストレス発散に注目した	
  
勝沼の観光資源の訴求方法の検討	
  
―観光客を対象としたサーベイ調査にもとづく提言―	
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目次	
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Ⅰ.探索的リサーチ	


☞2.調査方法	


☞1.本調査の課題	


☞3.発見事項の整理	
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本調査の課題	


1. 課題を見つける	


2. その課題の解決方法を見つける	


Ⅰ. 探索的リサーチ	
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Ⅰ. 探索的リサーチ	




Ⅰ. 探索的リサーチ	


発見1.	

（インタビュー調査・フィールド調査より）	
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Ⅰ. 探索的リサーチ	


発見2.	

（インタビュー調査より）	
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Ⅰ. 探索的リサーチ	


勝沼の観光資源の魅力を高める	
  

　　　　　    訴求方法を考える	
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Ⅱ.仮説の提示と検証	


☞1.仮説	


☞2. 分析枠組み	


■2-­‐1	
  分析枠組み	


■2-­‐2	
  質問項目	


☞3. 調査概要	
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Ⅱ.仮説の提示と検証	


仮説	


日頃の仕事のストレス	


ストレスの解消方法	


旅に求めるもの	


勝沼の観光資源	




Ⅱ.仮説の提示と検証：分析枠組み	


日頃の仕事のストレス	

(Q6.Q7)	


ストレスの解消方法	

（Q2）	


旅に求めるもの	

(Q5)	


勝沼の観光資源	

(Q1)	


Step1	


Step2-1	


Step2-2	


Step2-3	


STEP1	


STEP2-­‐1	


STEP2-­‐2	


日頃のストレスを種類ごとにグループ分け	


ストレス(Q6.Q7)ごとのストレスの解消方法（Q2）の違い	


STEP2-­‐3	


（相関分析）	


（因子分析）	


（　　〃　　）	
　　　　　　〃　　　　　　旅に求めるもの（Q5）の違い	


　　　　　　〃　　　　　　魅力的な勝沼の観光資源（Q1）の違い	
（　　〃　　）	
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Ⅱ.仮説の提示と検証：質問項目	
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Ⅱ.仮説の提示と検証：質問項目	


Q2　   →ストレスの解消方法	


Q6.Q7→日頃の仕事のストレス	


Q5　→　旅に求めるもの	


Q1　→　魅力に感じる観光資源	


各種雑誌資料・探索的リサーチの結果を参考に	

ストレスの解消方法を8種類挙げました。	


探索的リサーチの結果を参考に	

旅行に関係があると考える項目を22種類挙げました。	


既存の旅行に関するアンケート・探索的リサーチの結果を参考に	

勝沼の観光資源に関係があると考える項目を15種類挙げました。	


勝沼のパンフレットや観光HP・探索的リサーチの結果を参考に	

観光資源を15種類挙げました。	


※一部分析に使用しない変数を含む	
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調査概要	


有効回答数　	


収集期間	


2013年11月23日(土)	


116/116枚	


収集方法	


回答者の属性	


男性：　　49人	

女性：　　67人	


20代：　　47人	

30代：　　34人	

40代：　　35人	


勝沼に感じる魅力の程度	

平均：　　 3.59	

                （7点尺度）	


勝沼を訪れていた	


20～40代の観光客	


対象者	


街頭調査	


　　勝沼ぶどう郷駅／ぶどうの丘／ハーブ庭園	
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Ⅲ.データ分析	


☞1.	
  明らかにしたいこと	


☞2.	
  分析結果	


■	
  STEP1　　日頃のストレスを種類ごとにグループ分け	


■ STEP2-­‐1　各ストレスの種類ごとのストレス解消方法の傾向	
  

■ STEP2-­‐2　　　　　　　　〃　　 　　　　旅に求めるものの傾向	


■ STEP2-­‐3　　　　　　　　〃　　　　　　 魅力に感じる勝沼の観光資源の傾向	




Step1:明らかにしたいこと	


日頃の仕事のストレス	

(Q6.Q7)	


ストレスの解消方法	

（Q2）	


旅に求めるもの	

(Q5)	


勝沼の観光資源	

(Q1)	


Step1	


Step2-1	


Step2-2	


Step2-3	


STEP1	


STEP2-­‐1	


STEP2-­‐2	


日頃の仕事のストレスをもとにグループ分け	


ストレス(Q6.Q7)ごとのストレスの解消方法（Q2）の違い	


STEP2-­‐3	


（相関分析）	


（因子分析）	


（　　〃　　）	
　　　　　　〃　　　　　　旅に求めるもの（Q5）の違い	


　　　　　　〃　　　　　　魅力的な勝沼の観光資源（Q1）の違い	
（　　〃　　）	
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Step1	
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日頃の仕事のストレスをもとにグループ分け	


『肉体的疲労』   型	


『スケジュール切迫』型	


『生活リズム悪化』型	


※結果の解釈の妥当性を高めるため、一部の変数を除外して分析	




STEP2-­‐2	


STEP2-­‐3	


（　　〃　　）	
　　　　　　〃　　　　　　旅に求めるもの（Q5）の違い	


　　　　　　〃　　　　　　魅力的な勝沼の観光資源（Q1）の違い	
（　　〃　　）	


Step2-­‐1:明らかにしたいこと	


日頃の仕事のストレス	

(Q6.Q7)	


ストレスの解消方法	

（Q2）	


旅に求めるもの	

(Q5)	


勝沼の観光資源	

(Q1)	


Step1	


Step2-1	


Step2-2	


Step2-3	


STEP1	


STEP2-­‐1	


日頃の仕事のストレスをもとにグループ分け	


ストレス(Q6.Q7)ごとのストレスの解消方法（Q2）の違い	
 （相関分析）	


（因子分析）	
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Step2-­‐2:明らかにしたいこと	


日頃の仕事のストレス	

(Q6.Q7)	


ストレスの解消方法	

（Q2）	


旅に求めるもの	

(Q5)	


勝沼の観光資源	

(Q1)	


Step1	


Step2-1	


Step2-2	


Step2-3	


STEP1	


STEP2-­‐1	


STEP2-­‐2	


日頃の仕事のストレスをもとにグループ分け	


ストレス(Q6.Q7)ごとのストレスの解消方法（Q2）の違い	


STEP2-­‐3	


（相関分析）	


（因子分析）	


（　　〃　　）	
ストレス(Q6.Q7)ごとの旅に求めるもの（Q5）の違い	


　　　　　　〃　　　　　　魅力的な勝沼の観光資源（Q1）の違い	
（　　〃　　）	




Step2-­‐1	
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各ストレスごとの解消方法の傾向	


Step2-­‐2	
 各ストレスごとの旅に求めるものの傾向	


※○は正の相関、×は負の相関を示す	




Step2-­‐3:明らかにしたいこと	


日頃の仕事のストレス	

(Q6.Q7)	


ストレスの解消方法	

（Q2）	


旅に求めるもの	

(Q5)	


勝沼の観光資源	

(Q1)	


Step1	


Step2-1	


Step2-2	


Step2-3	


STEP1	


STEP2-­‐1	


STEP2-­‐2	


日頃の仕事のストレスをもとにグループ分け	


ストレス(Q6.Q7)ごとのストレスの解消方法（Q2）の違い	


STEP2-­‐3	


（相関分析）	


（因子分析）	


（　　〃　　）	
　　　　　　〃　　　　　　旅に求めるもの（Q5）の違い	


ストレス(Q6.Q7)ごとの魅力的な勝沼の観光資源（Q1）の違い	
（　　〃　　）	
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Step2-­‐3	
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各ストレスごとの魅力的な勝沼の観光資源	


※○は正の相関を示す	
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4.訴求方法の提案	


☞1.	
  肉体疲労型	


☞2.	
  スケジュール切迫型	


☞3.	
  生活リズム悪化型	


☞4.	
  おわりに	




寝たのに疲れがとれない	


気づいたら寝てしまうことがあ
る	


一度頭の中をリセットしたい　な
ど	


おいしいものを食べる	


お金を思いっきり使う	


特産品	


リラックス・現実逃避	


気軽に行ける・思い出づくり	


自然観光	


水がおいしい	


ワイナリーが密集	


ぶどう畑の景色	
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プライベートの時間がない	


スケジュールがいっぱい	


友人と予定が合わない	


自然観光	


地域の人との交流／体験ツアー	


リラックス	


Ｎ/Ａ	
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お金を使う	


Ｎ/Ａ	
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今回の調査からは	

勝沼の観光資源との関連性は明らかにできなかったが	
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ここのところ体型の変化を感じる	


食事をコンビニなどで済ませてしま
う	


長時間のデスクワーク　　など	


地元の文化に触れる	


その土地の食べ物／特産品	


地域の人との交流／体験ツアー	


ワイン／ワイン会	
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リラックス	


岩盤浴	


お酒を飲む	


お金を思いっきり使う	


お金を使う／現実逃避	


ワイワイできる／バーベキュー	


ほうとう／バーベキュー	


ワイナリーが密集／ぶどう畑の景
色	


水がおいしい	
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①各ストレスごとに、勝沼の観光資源の訴求方法は異なる	

②各グループとも概ね「ワイナリーが密集」した「ぶどう畑の景
色」	


は魅力だと感じる	

⇒勝沼ブランドのブランドイメージを構成する重要な要素	


「勝沼ブランド」らしさ	


穏やかな雰囲気	


肉体疲労型	


体感による非日常演出	


スケジュール切迫型	


地元の人の営み	


生活リズム悪化型	
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